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十
度
目
の
花
園 

第
９
５
回

記
念
大
会
特
集
（進
） 

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
十
二
月
二
七
日
（
日
）
に
東
大

阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
幕
し
ま
し

た
。
今
年
は
９
５
回
の
記
念
大
会
、
母

校
遠
軽
高
校
も
１
０
回
目
の
出
場
。
節

目
の
記
念
大
会
、
母
校
の
活
躍
ぶ
り
を

お
届
け
し
ま
す
。 

 

級
友
高
橋
典
雄
君
と
高
野
山
参
拝
（
二

六
日
） 

 

二
五
日
（
金
）
高
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
で
ラ
グ
ビ
ー
部
の
副

主
将
だ
っ
た
高
橋
典
雄

君
（
元
遠
軽
町
役
場
勤

務
）
が
二
年
ぶ
り
に
来

阪
。
前
か
ら
の
約
束
で

二
六
日
（
土
）
高
野
山

に
参
拝
し
ま
し
た
。 

朝
か
ら
快
晴
の
好
天
気
、
朝
八
時
に

南
海
難
波
駅
で
待
ち
合
わ
せ
し
、
「
高

野
山
・
世
界
遺
産
き
っ
ぷ
」
を
使
っ
て

高
野
山
に
向
う
。
橋
本
乗
り
換
え
約
二

時
間
で
高
野
山
到
着
。 

 

ま
ず
総
本
山
金
剛
峯
寺
を
参
拝
。
観

光
客
も
少
な
く
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
出
来

ま
し
た
。
続
い
て
高
野
山
の
シ
ン
ボ
ル

根
本
道
場
大
伽
藍
に
お
参
り
。
弘
法
大

師
が
唐
か
ら
伽
藍
建
立
の
地
を
占
う
為

に
、
お
投
げ
に
な
っ
た
三
鈷
（
さ
ん
こ
）

が
掛
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
三
鈷
の

松
」
を
見
学
。 

 

高
野
山
の
入
口
に
立
つ
「
大
門
」
前

の
気
温
計
は
２
度
４
分
を
指
し
て
い
ま

し
た
。
奥
の
院
入
口
で
お
蕎
麦
の
昼
食

を
済
ま
せ
、
歩
い
て
高
野
山
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
「
奥
の
院
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。

奥
の
院
に
は
「
弘
法
大
師
御
廟
」
が
あ

り
最
高
の
聖
地
で
す
。
大
名
家
の
墓
所

が
参
道
沿
い
に
並
び
、
鬱
蒼
と
し
た
杉

大
木
の
並
木
を
進
む
と
奥
の
院
で
す
。

こ
こ
で
は
脱
帽
、
撮
影
禁
止
で
す
。
神

聖
な
気
持
ち
で
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
、
母

校
の
勝
利
を
祈
願
し
、
満
ち
足
り
た
気

持
で
下
山
し
ま
し
た
。 

 

激
励
会
と
懇
親
会
（
二
六
日
） 

 

選
手
と
父
母
・
保
護
者
の
宿
舎
は
上

本
町
の
「
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
」
で
す
。

午
後
七
時
か
ら
父
母
会
主
催
の
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
内
監
督
か
ら

先
発
１
５
の
紹
介
が
あ
り
、
井
上
雄
太

主
将
が
勝
利
の
決
意
表
明
。
続
い
て

佐
々
木
町
長
を
初
め
主
だ
っ
た
ゲ
ス
ト

の
紹
介
と
激
励
の
ス
ピ
ー
チ
。
我
々
Ｏ

Ｂ
の
紹
介
も
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

会
終
了
後
は

近
鉄
電
車
で
日

本
橋
に
出
て
、

歩
い
て
道
頓
堀

界
隈
の
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
。
中
国

を
中
心
と
し
た

中
華
圏
か
ら
の

観
光
客
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
八
時
半
か
ら
戎
橋
の
居
酒
屋
で

関
係
者
の
懇
親
会
。
前
田
町
議
会
議
長
、

遠
軽
商
工
会
佐
々
木
会
頭
ご
夫
妻
、
河

原
教
育
長
、
管
野
同
窓
会
長
、
佐
渡
遠

軽
ラ
グ
ビ
ー
協
会
会
長
、
吉
村
校
長
、

町
の
広
報
担
当
高
松
さ
ん
他
十
一
名
が

参
加
し
明
日
の
必
勝
を
祈
願
。
全
員
で

焼
酎
の
「
一
升
」
瓶
を
空
け
明
日
の
「
一

勝
」
を
願
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

開
会
式
と
対
北
条
戦
（
二
七
日
） 

 

朝
か
ら
気
温
も
高
く
、
晴
れ
の
絶
好

の
ラ
グ
ビ
ー
日
和
。
午
前
十
時
半
か
ら

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
で
開
会
式
を
見
る
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
の
活

躍
で
ラ
グ
ビ
ー
人
気
が
高
ま
る
中
、
初

日
の
観
客
は
前
回
よ
り
約
四
割
多
い
一

万
八
三
〇
四
人
で
し
た
。 
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茨
城
茗
渓
学
園

高
橋
主
将
が
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は

日
本
代
表
が
世
界
に
感
動
を
与
え
た
。

私
た
ち
選
手
も
聖
地
・
花
園
か
ら
感
動

と
勇
気
を
与
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
選
手
宣
誓
し
た
。
校
名
プ
ラ
カ
ー
ド

は
昨
年
か
ら
自
校
か
ら
出
す
こ
と
に
な

り
佐
竹
Ｍ
Ｇ
が
選
手
と
一
緒
に
入
場
行

進
、
立
派
な
入
場
行
進
で
し
た
。 

 

午
後
一
時
四
十
五
分
第
二
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
試
合
開
始
。
当
時
の
主
将
太
田

架
君
、
高
橋
君
の
弟
さ
ん
で
１
９
６
６

年
全
国
大
会
に
初
出
場
し
た
高
橋
信
行

（
剛
と
同
じ
学
年
）
さ
ん
、
関
西
在
住

の
同
期
生
、
鈴
木
君
、
平
田
君
、
森
本

（
旧
姓
真
名
子
）
さ
ん
も
応
援
に
駆
け

つ
け
た
。 

前
半
か
ら
重
量
Ｆ
Ｗ
が
プ
レ
シ
ャ
ー

を
か
け
主
導
権
を
握
る
。
パ
ス
ゲ
ー
ム

が
得
意
な
北
条
の
動
き
を
封
じ
、
前
半

を
２
０
対
７
で
終
了
。 

後
半
も
４
Ｔ
を
重
ね
て

１
７
対
０
で
ノ
ー
サ
イ
ド
、
終
わ
っ
て

見
れ
ば
３
７
対
７
の
快
勝
で
し
た
。
四

国
代
表
と
は
相
性
が
良
く
、
過
去
二
勝

（
１
９
７
７
年
６
対
３
徳
島
貞
光
工
、

２
０
１
２
年
７
０
対
７
香
川

坂
出
工
）
も
四
国
代
表
チ
ー

ム
で
し
た
。 

 

祝
勝
会
（
二
七
日
） 

 

夕
方
大
阪
道
頓
堀
の
中
華

料
理
店
「
敦
煌
」
で
祝
勝
会

（
会
費
制
）
が
開
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
町
長
は
じ
め
遠
軽
か

ら
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
全
員
、
吉
村
校

長
、
山
内
監
督
、
Ｏ
Ｂ
等
１

７
名
が
参
加
し
勝
利
を
祝
っ

た
。
河
原
教
育
長
の
Ｍ
Ｃ
で

町
長
の
祝
辞
に
続
き
、
全
員

が
自
己
紹
介
と
近
況
を
報
告
。

河
原
教
育
長
の
音
頭
で
、
校

歌
を
斉

唱
し
お

開
き
と

な
っ
た
。

後
輩
の

活
躍
の

お
蔭
で

遠
軽
町

の
皆
様
、

同
期
生

に
会
う

こ
と
が

出
来
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
後
輩

に
感
謝
の
気
持
ち
一
杯
で
帰
宅
し
ま
し

た
。 

 

二
回
戦
石
見
智
翠
館
戦
（
三
〇
日
） 

朝
か
ら
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
二
万

六
九
一
五
人
の
大
入
り
。

鈴
木
君
（
生
駒
市
）、
平
田

君
（
枚
方
市
）
と
応
援
に

行
く
。
対
戦
相
手
の
石
見

智
翠
館
（
旧
江
の
川
高
校
）

は
二
五
回
連
続
出
場
の
シ

ー
ド
校
。
メ
ン
バ
ー
の
多

く
は
関
西
出
身
の
ラ
グ
ビ

ー
留
学
生
。 

第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
午

後
二
時
半
キ
ッ
ク
オ
フ
。

Ｆ
Ｗ
は
遠
軽
が
押
し
気
味
、

し
か
し
脚
力
に
勝
る
石
見

智
翠
館
が
遠
軽
を
圧
倒
４

７
対
３
で
前
半
を
終
了
。 

後
半
最
初
の
１
５
分
は
得
点
を
許
さ

ず
、
Ｆ
Ｗ
が
頑
張
り
残
り
１
ｍ
、
い
や

５
０
㎝
で
ト
ラ
イ
の
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
２
４
対
０
で
ノ
ー
サ
イ
ド
の
ホ
イ

ッ
ス
ル
。７
１
対
３
の
完
敗
で
し
た
が
、

選
手
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
り
ま
し

た
。 

 
 

 

五
十
一
年
前
一
点
差
の
敗
北 

 

私
が
三
年
の
時
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は
母

校
開
催
の
決
勝
で
北
見
北
斗
高
校
に
一

点
差
で
負
け
全
国
大
会
初
出
場
を
逃
し

ま
し
た
。
通
学
バ
ス
の
時
間
や
農
作
業

の
手
伝
い
で
ク
ラ
ブ
活
動
と
は
無
縁
の

高
校
生
活
。
一
点
差
負
け
の
悔
し
さ
に

は
思
い
も
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
橋

君
は
「
俺
の
人
生
の
原
点
は
北
見
北
斗

戦
の
一
点
差
負
け
に
あ
る
」
と
常
々
言

っ
て
い
ま
す
。
母
校
の
活
躍
を
見
る
に

つ
け
一
点
差
負
け
の
重
み
が
理
解
出
来

る
遠
高
十
度
目
の
花
園
出
場
で
し
た
。 

開会式、遠軽からのＶＩＰ 

北条戦の遠軽大型 FW 

北条戦勝利の挨拶 

祝勝会全員集合 


